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ICIもGC-JNの活動に参加して6年なりました。

私や役職員が、ICIの社会的な責任というものを意識する上で、GC-JNの活動は、とても大
きな動機付けとなっています。本年度の活動は、この報告書に記載されていますが、私の考え
では、企業が社会的責任を果たすためになにより大切なことは、私を含め、ICIで働く一人一
人が自ら考えて、自らの意志で動くことだと思っています。

今のところ、ICIの活動範囲は、日本国内のIT関連という狭いもので、国際的な諸問題を
解決することに直接貢献するような仕事ではありません。しかし、GC-JNの活動を通して、ICI
に居る全員が、自分たちの考えや見かたを、少しでも変えていくようになれば良いと思います。そ
の上で、自分が参加できる機会が来たら、自らの意志でそこに飛び込んでいくような人になって
ほしいと思いますし、また、自分もそうするつもりです。

今年の取り組みは、そうした自らの意志で動くようになることを重視して、家族の住む地域社
会への参画、労働環境の見直し、そして国際的な支援活動の情報収集を行いました。GC-
JNメンバーとしては、最小の部類にある会社ですが、規模に関係なく出来ることを継続して実
践していくつもりです。

代表取締役社長

竹内 伸

1. COPにあたり社長のステイトメント
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人権
企業は、
原則１： 国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重し、
原則２： 自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである。

労働基準
企業は、
原則３： 組合結成の自由と団体交渉の権利の実効的な承認を支持し、
原則４： あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、
原則５： 児童労働の実効的な廃止を支持し、
原則６： 雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである。

環境
企業は、
原則７： 環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、
原則８： 環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、
原則９： 環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである。

腐敗防止
企業は、
原則10： 強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組むべきである。

2. 国連グローバルコンパクトが宣言している10原則
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社名

代表取締役

設立

資本金

事業内容

所在地

株式会社 アイ・シー・アイ

Interactive Communication Innovator, Ltd.

2009年4月1日

8,250万円 （2010年01月01日現在）

竹内 伸

東京都港区愛宕1丁目6番8号 愛宕小西ビル

代表電話： 03-6459-0063／FAX： 03-3437-5197

(1)セキュリティ対策事業

(2)コンサルティング事業

(3)システム･インテグレーション事業

(4)システム開発事業

電気通信事業 （届出番号 A-21-10496、届出年月日 平成21年5月13日）

特定労働者派遣事業 （届出受理番号 特13-311151、届出受理年月日 平成21年4月28日）

３. 会社概要
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■２０１4年１０月～２０１5年９月の活動実績
⇒ グローバルコンパクト活動の浸透

・人権保護
・労働環境の充実
・腐敗防止への取り組み
・環境への取り組み

について、会社との関わり方や、時事ニュースなどといった身近な問題をテーマ
としたアンケートを行い、各問題を他人事ではなく、自分事化させることで、
グローバルコンパクト活動に関心を持たせ、日々の業務の中で、これらの問題に
ついて自然に考えさせる仕組み作りに取り組を行った。

4. 活動概要
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アンケートなどを通じて、今まで意識していなかった人権問題について共有し、
考えるきっかけとなり、社内でも話題となりました。この調査により意識をもっ
て取り組んでいる人や考えさせるきっかけとなった。

シーン１ ：人権問題に関する啓蒙活動の実施

１) 人権保護への取り組み



Copyright © 2015 Interactive Communication Innovator, Ltd. All Rights Reserved. *

弊社では、業務時間を徹底し、残業をなくす取組を本格的に実施。
仕事の時間とプライベートの時間をバランスよく保つことにより、偏りなく双方
に良い影響をもたらすことを推進。

シーン２ ：ワークライフバランスの推進

相乗効果・良い循環をもたらします

１) 人権保護への取り組み
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ワンフロア化によるコミュニケーション活性化と生産性の向上

・社内でアンケートにより、会社の労働環境について現状把握ができ、それにつ
いての認識と改善に努めることができました。

・懇親会などの開催も、本社に出勤している社員から普段は他社に出向いている
社員パートナー会社の方まで隔たりなく交流できる場を常に設けています。
これにより新しく交流することも、更により深めることもできる、良い環境を
築くことができています。

・新入社員も経営者との直接対話をする場を設けています。これまで、体系化で
きていなかった新人研修もその一つで、会社における仕事の流れや今後働いて
いく上で考えていくべきことなど、社長と直接話し合い、意見交換をすること
もできます。

・新卒採用で若手社員との直接交流や、入社前にインターンシップの受け入れを
しています。当社のことを直接知ること、働いている社員から会社について様
々な話が聞けるなど、採用に関しても様々な形で当社のことを知ってもらうき
っかけを設けています。また、インターンシップを行うことで社内のことをよ
り深く知れたり、早く社内に慣れることもでき働きやすい環境を作り出してい
ます。

2) 労働環境の充実
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本社の社員は人数が全体的に少ないうえ、他社に出向している社員も多数であり
ますが、可能な限りチーム（複数名）編成をとることで、社員一人一人、互いを
把握しやすい環境にあります。

環境把握

定期的にISMS対策を行うことにより、社内全体の情報セキュリティの関心を高め
ることができます。

ISMS対策

複合機を新しくしたことにより、スキャン先のPCが把握でき、データの誤送信な
どを防ぐことができます。

監査対策

３) 腐敗防止への取り組み
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環境への取り組み

4) 環境への取り組み

・中古品の活用
本社のパソコン等の機器は、一部を除き大半が中古品を利用しています。

・エアコン28度設定
社内のエアコンを常に環境や節電を考慮し、２８度の設定に保っています。

・ペーパーレス
Google Appsのハングアウト等を利用したWeb会議を行うことで、資料を
PC上で閲覧することでペーパーレスを行っています。また、費用や時間の
節約にも繋がっています。

・段ボールの再利用
荷物の梱包の際、以前使用した段ボールなどを再利用して、資源の活用を
しています。
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環境への取り組み

4) 環境への取り組み

国際シンポジウムなどの参加により、環境についての問題が、世界ではどのよう
な現状
なっているかを知り、それについて社内に向けてFacebookで発信しました。
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２０１５年度の活動目標

■２０１5年度の活動目標

⇒ 情報の伝達・発信と積極的な参加

社内活動の活性化

→コアメンバーの増員

→ボランティア活動の見える化（参加レポートなど）

社外での活動を社内向けに伝達・発信
（具体例：Facebook等での発信）

活動報告
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